
需要不安後退で一時95ドル突破
NY原油先物相場は、1バレル＝92ドル水準まで切り返す展開になった。需要不安を背景に8月5日には

87.01ドルまで値下がりしていたが、7月消費者物価指数を受けてインフレ鎮静化期待が強まる中、リ

スクオン環境とドル安に支援され、一時95.05ドルまで切り返している。国際エネルギー機関（IEA）

が世界石油需要見通しを予想外に引き上げたこと、米ガソリン在庫の減少報告なども好感された。ただ、

週末にかけては戻りを売られ、上げ幅を縮小した。

7月消費者物価指数は前年同月比8.5%上昇となり、前月の9.1%上昇から伸び率が縮小した。これを受

けて、米連邦準備制度理事会（FRB）の強力な利上げ対応に対する警戒感が後退したことが、原油を含

むコモディティ市場全体を押し上げている。インフレ圧力がピークを脱した可能性が高まったことで、

急激な利上げによる景気減速懸念が後退したことに加えて、為替市場でドル安圧力が強まったことが好

感された。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（8月5日時点）は、原油が前週比546万バレル増、ガソリン

が498万バレル減、石油精製品が217万バレル増となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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決め手難で方向性を探る展開か、イラン核協議には要注意
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【展望】

需要不安と供給不安が交錯する不安定な地合が続くが、過度

の需要不安後退で現行の90ドルを挟んだ価格水準で揉み合う

展開が続き易い。投資家のリスク選好性回復、ドル安環境で

90ドル割れからの急落リスクが後退する一方、95～100ドル

水準では需要不安の上値圧迫が再開され易い。

国際エネルギー機関（IEA）は8月月報で、2022年の世界石

油需要見通しを前月から日量38万バレル引き上げた。景気減

速による石油需要見通しの悪化が強く警戒されていたが、

IEAは火力発電用石油需要見通しの上振れを報告している。

世界的な熱波の影響に加えて、天然ガス供給不安と価格高騰

を受けて石油への需要シフトの動きが指摘されている。天然

ガス相場の高騰が更に進むような動きがみられると、原油相

場もつれ高する可能性が高まる。なお、石油輸出国機構

（OPEC）は石油需要見通しを逆に26万バレル下方修正して

いる。

欧州連合（EU）は8月8日、イラン核合意の再建に向けた

「最終文書」を提示している。米国とイランに受け入れを

迫っているが、仮に最終合意に至るとの期待感が強まると、

イラン産原油の供給増大に対する警戒感が原油相場の上値を

圧迫する可能性が高まる。今後数週間以内に結論を出すこと

が目指されているため、イラン情勢を巡る動きにも注目した

い。

需要環境に対しては根強い不信感があり、米中などの経済指

標の下振れがみられると、改めて90ドル台を割り込むリスク

が高まる。ただ、米利上げに対する警戒感の消化が進む中、

急落リスクは軽減されている。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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